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公益財団法人 京都地域創造基金 沿革

2009年3月26日　一般財団法人として設立（300人を超える市民寄付による）


　　　 8月 7 日   公益認定

2011年8月 8 日   寄付金の税額控除対象の証明取得

2011年　 　　　 京都府「明日の京都」推進特別賞受賞

2012年　　　　  NHK総合「サキどり↑」

　　　　　　　 『地域の課題は地域のお金で解決！市民ファンド』で特集

2013年　　　　  第１回日経ソーシャルイニシアチブ大賞　ファイナリスト

2014年　　　　  第５回日本ファンドレイジング大賞受賞
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公益財団法人 京都地域創造基金 実績

寄付総額：約2億3,700万円 （約4,580件） ※設立時の寄付による基本財産含む

助成総額：約1億5,200万円（件数：約300事業）


融資制度

きょうとふNPO活動支援融資制度 融資総額3780万円（38事業） 　　　　　
きょうとNPO支援連携融資制度　融資総額 約1億6,500万円（47事業） 


事務局体制

役員：評議員10名、理事12名、監事3名（2015年6月現在）


スタッフ：常勤3名、非常勤4名、ボランティア約10名（2015年6月現在）


年間事業規模：約1億円（2012年度決算）、約6,500万円（2013年度決算）
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現在の基金の内容

別資料　京都地域創造基金　寄付カタログ　きふのわ2014


・応援したい事業を選んで寄付　(P.2 事業指定助成プログラム)

　特徴：資金使途が明確、団体の透明性が高い、事業の社会的意義が高い

　　　　団体の寄付集めやそのためのマネジメント支援がある

　

・支援のテーマを選んで寄付　(P.20 テーマ提案型基金) 
　特徴：幅広い事業の支援、地域や課題の専門家による選考


・私の想いを実現できる、私だけの寄付プログラム　(P.26　冠基金) 
　特徴：団体とのコミュニケーション、希望に沿ったテーマを支援
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寄付から助成までの流れ　（１）

別資料　京都地域創造基金　寄付カタログ　きふのわ2014


・領収書の発行について　(P.28) 
　領収書をご希望の方に、確定申告に合わせて送付します。

　当財団の名義で発行します。


・税制優遇について　(P.28) 
　個人の場合、確定申告により最大寄付額の約半分が還付、控除されます。

　法人の場合、一般の損金算入限度額とは別に損金算入できます。


・運営経費について　(P.2,P.20,P.26) 
　寄付金からプログラムごとに決められた運営経費をいただきます。
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寄付から助成までの流れ　（２）
領収書見本
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入 金 伝 票

領収書（控）

領 収 書

但し、公益活動支援助成事業への寄付として

但し、公益活動支援助成事業への寄付として

但し、公益活動支援助成事業への寄付として
※所得税等の寄付金控除を受ける為には、申告時に本領収書が必要となりますので、大切に保管ください。

上記正に領収致しました。

上記正に領収致しました。

発 

行 

者

発 

行 

者

発 

行 

者

帳
簿
記
入

入
金
処
理

ご住所：

ご住所：

ご住所：

2015年3月17日

2015年3月17日

2015年3月17日

No.D002683

No.D002683

No.D002683

office@plus-social.jp

〒602-0862	
 京都府京都市上京区河原町通
丸太町上る出水町284番地

理事長	
 深尾	
 昌峰

※寄付先
財団運営寄付

TEL:075-257-7883	
 FAX:075-257-7884

office@plus-social.jp

〒602-0862	
 京都府京都市上京区河原町通
丸太町上る出水町284番地

理事長	
 深尾	
 昌峰

TEL:075-257-7883	
 FAX:075-257-7884

※寄付先
財団運営寄付

　個人から当財団への寄付は申告により、

所得税及び京都府・京都府内の一部市町村

で住民税控除の対象となります。

　法人から当財団への寄付は一定の範囲内

で損金算入の対象となります。

寄付金控除(税制優遇)について

円

様匿名寄付

￥10,000-

円

様匿名寄付

￥10,000-

円

匿名寄付

￥10,000-￥10,000-

様

￥10,000-

SAMPLE

SAMPLE

SAMPLE



寄付から助成までの流れ　（３）

別資料　京都地域創造基金　寄付カタログ　きふのわ2014


・助成先公募について 
　寄付者の意向に沿って助成するために要項を作成し、ホームページなど、
様々な方法で事業を公募します。


・選考について　(P.1) 
　助成先を決定するために、申請書をもとに様々な分野の専門家からなる選
考会で議論します。申請書だけではなくヒアリングやプレゼンテーションな
どプログラムごとに選考方法を決定します。

　

・報告について　(P.1) 
　寄付金をどのように使い、どんな活動をし、どのような成果を挙げられた
か報告を求めます。また報告書は当財団のホームページで公開します。
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事例紹介：城陽みどりのまちづくり基金(P.22)

2009年9月から寄付募集を開始 
立ち上げ時に城陽カントリーでのゴルフツアーで広報、寄付集め。

→カンバッチの売り上げの一部を寄付。寄付額約44万円。

現在は城陽の中間支援団体などと協力し、基金を運営している。


主な寄付集めの方法 
・寄付つき自動販売機の設置(新設の駅や公園、個人宅などに現在17台)

・城陽緑化祭り、募金箱など

・寄付募集開始から現在まで6年で寄付総額約350万円


助成先 
・毎年1月から3月にかけて助成先公募、選考を行なっている。

・6回の選考で30件、約260万円の助成を決定
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事例紹介：城陽みどりのまちづくり基金(P.22)

資金調達の様子 
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事例紹介：城陽みどりのまちづくり基金(P.22)

助成先の様子 
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その他の資金調達　（裏表紙）

チャリティイベント 
ほづがわチャリティ・ファンラン

カンパイチャリティ　など


募金箱 
飲食店やオフィスに設置


寄付付き商品 
地域の名産品

書籍

中古車買取
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その他の資金調達　（P.29,P.30）
継続寄付の仕組み　マイキフ 
　一度申し込み頂ければ、自動引き落としで定期的に寄付ができます。

　現在20名を超える方にご利用いただいています。 

遺産・相続地域活用センター 
　これまでに5件の遺贈・相続による寄付をいただきました。

　現在、金銭だけでなく不動産も受け入れられるよう取り組んでいます。


特定寄附信託「きょうとのわ」 
　信託の仕組みを活用し、ご意志に沿って確実に寄付を行います。

　これまでに1件ご契約頂いております。


メール配信・資料発送・SNS活用 
　定期的な情報発信・コミュニケーションを行います。
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その他の資金調達　
ホームページの活用 

13



当財団の仕組みの活用について
助成プログラム：助成プログラム作成のための協議や情報提供 

寄付の受け入れ事務 
：寄付入金管理、お礼・領収書などの発送、寄付者名簿の管理・共有 

助成事務：助成先募集要項・申請書の作成、選考委員の選定・依頼・調整、

　　　　    報告書の様式作成・依頼・管理・情報発信 

情報発信：メールマガジンの配信、SNSでの配信 

団体のマネジメント能力向上：寄付集め、情報管理などの研修、個別支援


この他にも必要に応じて新たな仕組みを作ることも可能です。
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基金を立ち上げる場合の課題

・基金の広報及び寄付の呼び掛け、コミュニケーション 

・助成先の発掘 

・市民性に基づく活動の創出 
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